
仙台高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 専攻実験・演習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・演習 単位の種別と単位数 学修単位: 6
開設学科 情報電子システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 前期:8 後期:4
教科書/教材 配布資料による

担当教員
安藤 敏彦,園田 潤,岩井 克全,髙橋 晶子,佐久間 実緒,矢島 邦昭,小林 秀幸,林 忠之,千葉 慎二,竹島 久志,馬場 一隆,柏葉 安
宏,力武 克彰,大場 譲,那須 潜思,白根 崇,鈴木 順,熊谷 和志,末永 貴俊,今井 裕司,藤木 なほみ,長谷部 一気,佐藤 健太郎,岡
本 圭史,脇山 俊一郎,藤原 和彦,奥村 俊昭,加賀谷 美佳

到達目標
１．「知識の獲得・整理・統合」を主体的に行い，的確にまとめる。
２．専攻研究を進める上で必要な専門知識および技術，デザイン能力を身つける。
３．専攻研究の進展状況を文書と口頭で報告・発表するコミュニケーション能力を身につける。
４．発表会に出席し、他者の発表を聞き，活発に質疑するコミュニケーション能力とデザイン能力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
「知識の獲得・整理・統合」を主
体的に行い，的確にまとめ，それ
らの内容を理解できる。

「知識の獲得・整理・統合」を主
体的に行い，的確にまとめられる
。

「知識の獲得・整理・統合」を行
えず，まとめられない。

評価項目2
専攻研究を進める上で必要な専門
知識および技術，デザイン能力を
身つけるとともに，それらを実践
できる。

専攻研究を進める上で必要な専門
知識および技術，デザイン能力を
身つける。

専攻研究を進める上で必要な専門
知識および技術，デザイン能力を
身つられない。

評価項目3
専攻研究の進展状況を文書と口頭
で報告・発表するコミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに
，それらを実践できる。

専攻研究の進展状況を文書と口頭
で報告・発表するコミュニケーシ
ョン能力を身につける。

専攻研究の進展状況を文書と口頭
で報告・発表できない。

評価項目3
発表会に出席し、他者の発表を聞
き，活発に質疑するコミュニケー
ション能力とデザイン能力を養う
とともに，それらを実践できる。

発表会に出席し、他者の発表を聞
き，活発に質疑するコミュニケー
ション能力とデザイン能力を養う
。

発表会に出席し、他者の発表を聞
き，質疑できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
専攻研究テーマの「背景，目的，研究方針の指針」について口頭発表して全員で議論する。また，専攻分野についての
基礎的な実験，原著論文を用いてのセミナー，及び与えられた課題に基づく演習を行い，習得した知識の活用能力を高
める。データ整理及びセミナー発表を課する。時間配分は，実験１，演習３の割合とする。

授業の進め方・方法

基礎演習(ファシリテーションスキル講座および発表会）ファシリテーションスキル講座では，会議などの対話を行う場
で，他者の意見を引き出す，意見を整理する，全体の同意を得るなどの参加者や会議を活性化させる基礎学習と演習を
おこなう。発表会では，準備・発表・議論を通し，目的意識を明確にし，テーマに関する議論の習慣を養う。また，質
問への回答作成が要求される。実験・演習演習内容はそれぞれの指導教員の実施形態で異なる場合があるが，報告文書
作成や発表準備等のために講義時間以外の多くの作業が必要とされる。

注意点

各自が主体的に準備することが望ましい。
下記を参考書として提示する。
「理科系の作文技術」 木下是雄 （中公新書）
「発想法」 川喜多二郎 （中公新書）
「発想法を用いた専攻実験・演習Ⅰの実践報告」 海野啓明（仙台電波高専研究紀要,33)

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
ガイダンス
プレゼンテーションスキル１解説
プレゼンテーション１準備

・授業のすすめ方および目的を理解できる。
・プレゼンテーション1の内容を理解できる。
・プレゼンテーション1の内容に関する準備ができる。

2週 プレゼンテーション１準備

・任意のテーマにおけるプレゼンテーションができる
。
・聴講者が興味を持ち，説明を理解してもらうことが
できる。
・プレゼンテーション1の内容に関する準備ができる。

3週 プレゼンテーション１準備

・任意のテーマにおけるプレゼンテーションができる
。
・聴講者が興味を持ち，説明を理解してもらうことが
できる。
・プレゼンテーション1の内容に関する準備ができる。

4週 プレゼンテーション１発表会

・任意のテーマにおけるプレゼンテーションができる
。
・聴講者が興味を持ち，説明を理解してもらうことが
できる。
・聴講者の意見を引き出すことができる。
・意見を集約することができる。

5週 プレゼンテーション１発表会

・任意のテーマにおけるプレゼンテーションができる
。
・聴講者が興味を持ち，説明を理解してもらうことが
できる。
・聴講者の意見を引き出すことができる。
・意見を集約することができる。

6週 プレゼンテーションスキル２解説
プレゼンテーション２準備

・プレゼンテーション2の内容を理解できる。
・プレゼンテーション2の内容に関する準備ができる。

7週 プレゼンテーション２準備 ・プレゼンテーション2の内容に関する準備ができる。
8週 プレゼンテーション２準備 ・プレゼンテーション2の内容に関する準備ができる。



2ndQ

9週 プレゼンテーション２発表会 ・プレゼンテーション2の内容に関するプレゼンテーシ
ョンができる。

10週 プレゼンテーション２発表会 ・プレゼンテーション2の内容に関するプレゼンテーシ
ョンができる。

11週 ファシリテーションスキル解説
ファシリテーション演習

・ファシリテーションとは何か理解できる。
・ファシリテータとして行動するにはどうすればよい
か理解できる。
・演習を通してファシリテーションスキルの重要性を
体験する。
・ＫＰＴ法を理解し，実践できる。

12週 ファシリテーション演習

・ファシリテーションとは何か理解できる。
・ファシリテータとして行動するにはどうすればよい
か理解できる。
・演習を通してファシリテーションスキルの重要性を
体験する。
・ＫＰＴ法を理解し，実践できる。

13週 ファシリテーション演習

・ファシリテーションとは何か理解できる。
・ファシリテータとして行動するにはどうすればよい
か理解できる。
・演習を通してファシリテーションスキルの重要性を
体験する。
・ＫＰＴ法を理解し，実践できる。

14週 ファシリテーション演習

・ファシリテーションとは何か理解できる。
・ファシリテータとして行動するにはどうすればよい
か理解できる。
・演習を通してファシリテーションスキルの重要性を
体験する。
・ＫＰＴ法を理解し，実践できる。

15週 ファシリテーション演習

・ファシリテーションとは何か理解できる。
・ファシリテータとして行動するにはどうすればよい
か理解できる。
・演習を通してファシリテーションスキルの重要性を
体験する。
・ＫＰＴ法を理解し，実践できる。

16週 プレゼンテーション・ファシリテーションスキルまと
め

後期 3rdQ

1週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

2週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

3週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

4週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

5週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

6週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

7週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。



8週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

4thQ

9週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

10週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

11週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

12週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

13週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

14週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

15週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

16週
実験・演習
論文講読または実験作業など，各専攻科指導教員が個
別に計画して指導する。

・専攻研究に関わる論文を講読できる。
・専攻研究を理解し，実験・演習を行なうことができ
る。
・専攻研究の進捗状況を示すための予稿等を作成でで
きる。
・専攻研究に関する発表を行い，教員および専攻科学
生と討論ができる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

ファシリテーション講座 発表 実験・演習 合計
総合評価割合 30 30 40 100
基礎的能力 20 20 30 70
専門的能力 10 10 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0


